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令和２（2020）年度栃木県教育研究発表大会〔１月 29日（金）・30日

（土）〕が、延べ 859名の御参加をいただき、盛会のうちに終了しまし

た。御発表、御参加いただいた皆様、御協力いただいた関係機関の皆様

に厚く御礼申し上げます。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

オンライン（Web会議ソフト「Zoom」配信）での開催となりました。16

の部会において、各部会のテーマを踏まえ、県内の学校等による先進的な実践発表だけでなく、当セ

ンターで取り組んでいる調査研究や市町の教育研究機関による調査研究の発表、県外の大学の先生を

招いての講話、宇都宮大学の先生と発表者とのパネルディスカッション等が行われました。 

高等学校学習指導部会では、桐蔭横浜大学の森朋子副学長の講話がありました。当センターの調査

研究を踏まえ、「深い学び」について、どのように授業をデザインしていったらよいかお話をいただ

きました。改めて授業の在り方を再考する機会となりました。 

オンラインでの開催のため、センターの会場は少し寂しかったですが、発表者の熱い思いは、画面

を通して参加者に届いたと思います。 

【問合せ先】栃木県教育研究発表大会実行委員会事務局（研究調査部 ℡ 028-665-7204） 

 

教育研究発表大会レポート 

＜各部会における参加者の声＞ 

学校経営部会 日々悩みながら学校経営を進めていますが、今後の経営の在り方 

を考えていく上で、大変参考になりました。貴重な実践事例を御提供くださり 

本当にありがとうございました。 

生涯学習部会 益子芳星高校の取組が大変参考になりました。本校も町に一つの高校であり、キャリ

ア教育の中で、生徒が地域との関わり方を学べるようにしていきたいです。 

道徳教育部会 道徳教育の奥の深さを改めて感じさせられる部会で、大変勉強になりました。今後、

自身の道徳の授業を見直し、子どもたちに道徳的な心情を育んでいきたいと思います。 

小・中学校学習指導部会 「深い学び」については難しいと感じていたので、具体的なお話が聞けて

とても参考になりました。本部会に参加していない先生方へも伝えていきたいと思いました。 

学校安全部会 子どもたちが安全に関する知識を身に付け、災害時に自ら行動できるよう、様々な状

況を想定した避難訓練を行うことや安全教育の重要性を学ぶことができました。 

校内研修部会 学生である私にも分かりやすく話をしてくれて嬉しかったです。発表者のような、若

手の先生に寄り添うミドルリーダーの先生方が自分の初任校にいたら素敵だなと思いました。自分

の成長、そして子どもたちのためにも頑張りたいという気持ちになりました。 

学校経営部会の様子 

高等学校学習指導部会の様子 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/


 

 

本展覧会並びに発表会は、栃木県教育委員会、栃木県小学校・中学校・高等学校の各教育研究会、

下野新聞社の主催、栃木県市町村教育委員会連合会の共催、とちぎ未来づくり財団の後援により、「児

童生徒の科学する心を育成し、本県理科教育の振興を図る」ことを趣旨として開催され、本年度で第

74 回を迎えました。この長きに渡り理科展を開催することができているのは、関係各位の御尽力に

加え、日々理科教育の御指導に当たられてきた現場の先生方の御理解、御協力の賜であると深く感謝

しております。 

また、今年度はコロナ禍での開催となり、内容の多くを変更、中止とせざるを得ず、多くの方々に

御心労をおかけしましたことをお詫び申し上げるとともに、感染防止対策を講じながら、このような

中においても、展覧会審査を開催できましたことは、皆様の御理解と御協力によるところが非常に大

きく、厚く御礼申し上げます。 

さて、２月 10 日（水）に実施した中央展覧会審査会では、小・中・高等学校教員、教育委員会指

導主事、学識経験者等から構成された審査委員が、応募総数 1,874点の中から中央展覧会に出品され

た 78点の作品について審査を行い、27点が最優秀賞に選出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

例年であれば、中央展覧会審査が終了した後の土曜日と日曜日に、栃木県子ども総合科学館におい

て展覧会が行われ、多くの方々に作品を御覧いただく機会があるのですが、今年度は急遽中止とし、

申し訳ございませんでした。来年度は例年どおり実施でき、多数の作品が出品、発表されるとともに、

多くの方々に展覧会、発表会を御覧いただくことができますことを願っています。 

なお、第 74回栃木県理科研究展覧会並びに発表会の結果については、栃木県総合教育センター 

Webサイトで公開しています。 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/tenrankai/r02-rikakenkyu/ 

【問合せ先】研修部（℡ 028-665-7202） 

 

 

前号で「当分の間、センター(研修時等)における弁当販売を行いません｣とお知らせしましたが、

「今後、弁当販売は行いません」ので、御了承願います。 

栃木県理科研究展覧会並びに発表会 

中央展覧会 今年度の作品の傾向を紹介します 

・身近な疑問や興味、関心から研究を始めている研究が多い。 

・数年にわたる継続研究が多い。自分自身の過去に行った研究結果を基にして、新たな疑問を解決する

ために研究を進めている。 

・生物領域の観察や実験が多い。 

・長時間の観察や実験を実施しており、豊富なデータを収集している。 

・限られた条件下における結果であると認識した上で、正しい考察を行い、結論を導いている。 

・理科授業の発展として取り組んだものは少ない。 

弁当販売中止のお知らせ（連絡） 


